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水道基礎講座（オンライン研修：７月18日～８月８日【配信期間】）
水道業務に従事する新規採用職員（事務系・技術系）の方々216名の参加を得て、「水道概論」、

「水道経営」、「水道システム概論」について、オンラインによる研修を実施した。

未納料金対策実務研修会（東京会場第１回：７月31日～８月１日）
水道料金徴収業務に携わる方々34名の参加を得て、未納料金対策（給水停止、支払督促等）

について実務を中心とした研修会を実施した。
また、グループ別のディスカッションでは、「未納発生を予防する対策」等について活発な情

報交換が行われた。

第34回 ISO/TC224上水道国内対策委員会（８月４日）
はじめに、副委員長の互選を行い、

東京都の成田委員が選出された。
その後、事務局から本委員会の設置

規程の改正、WG 専門家登録、前回（第
33回）議事要旨の確認について報告を
行い、続いて WG1（語彙）、WG6（ア
セットマネジメント）、WG7（危機管
理）、WG15（スマート水管理）、WG16（気候変動への適応）の各 WG、及び６月に開催さ
れた Plenary Meeting（TC224総会）に関する報告が行われた。

第794回抄録委員会（８月４日）
テーマ別抄録及びオムニバス記事作成について審議を行った。

浄水場等設備技術実務研修会（東京会場第４回：８月５日～８日、大阪会場第１回：８月19日
～22日、大阪会場第２回：８月26日～29日）

浄水場・給水所等の運転管理に携わる技術系職員の方々33名（東京会場第４回15名、大阪
会場第１回10名、第２回８名）の参加を得て、東京都水道局研修・開発センター（東京会場）、
大阪市水道局体験型研修センター（大阪会場）の訓練用設備を利用し、実際にポンプ実流試験
装置を使った実習等、機器類の運転・操作を体験するとともに、設備機器の保守・管理の実務
について研修を実施した。
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新任水道事業管理者研修会（８月６日～８日）
新たに就任された水道事業管理者及び管理者を補佐する立場にある方々43名の参加を得て、

研修会を実施した。
本研修会では、「水道行政の動向」、「水道経営と料金のあり方」、「水道事業における労働法体

系並びに労務管理」、「水道事業と争訟」、「水道事業における危機管理」、「水道における災害時
相互応援体制－『地震等緊急時対応の手引き（令和７年３月改訂）』のポイントと各関係者の役
割－」、「水道事業における情報セキュリティ対策」について、それぞれ造詣の深い講師より講
義が行われた。

また、本協会青木理事長より開講挨拶を行い、その後「明るい水道の未来に向けて－２つの
V 字回復への期待と広報の重要性－」についての講演や東京都立大学特任教授の滝沢智氏によ
る「水道事業管理者に必要なトップマネジメント」と題する講演が行われた。

研修会初日に行われたグループ別ディスカッションでは「水道料金改定、財源確保」等につ
いて活発な情報交換が行われた。

第208回水道GLP 認定委員会（８月19日）
水道 GLP 認定について審議した結果、

長崎市上下水道局（JWWA-GLP047）、
山形市上下水道部（JWWA-GLP048）、
環境未来株式会社（JWWA-GLP092）
及び公益社団法人鹿児島県薬剤師会

（JWWA-GLP094）の認定更新を決定
した。

また、福岡地区水道企業団（JWWA-
GLP020）、札幌市水道局（JWWA-GLP022）及び一般財団法人東海技術センター（JWWA-
GLP023）の認定維持を決定した。

情報発信スキルアップセミナー～読ませる文章から始める発信術～（８月22日）
水道事業体や民間企業から204名（現地34名、オンライン170名）の参加を得て、情報発信

の基本となる考え方やスキルを学べるプログラムとして本セミナーを実施した。
広報コンサルタント・文章の危機管理コンサルタントである小田順子氏（株式会社ことのは

本舗代表取締役）を講師に迎え、「令和時代の公用文」、「三つのカン違い」、「わかりやすい文章
作成術」など、相手に伝わる広報と文章の書き方について講義を実施した。
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第40回給水装置に関する規格専門委員会（令和７年８月26日）
JWWA B 108（水道用止水栓）、JWWA B 116（水道用ポリエチレン管金属継手）及び

JWWA B 136（水道用ポリエチレン管サドル付分水栓）について、耐久試験における試験方
法の明確化や、ボルト形状の変更などの規格改正について、審議を行った。

配管設計講習会（中国四国会場：８月27日～29日）
水道事業体及び民間企業等において配管設計の経験が少ない水道技術者の方々47名の参加を

得て、「水道の課題と設計業務」、「配管設計・積算の基礎知識」、「製図の基本」、「管路（GX 形）
の製図演習」、「積算の基本」、「管路（GX 形）の積算演習」について研修を実施した。

第32回営業業務専門委員会（８月29日）
はじめに、審議事項として「副委員

長の互選について」を上程し、副委員
長には、広島市水道局営業部営業課長
の藤井委員を選任した。

次に、情報交換事項として、「①料金
収納方法の運用状況及び手数料等費用
抑制の取り組みについて」、「②生活困
窮者への一部免除制度について」、「③使用者情報における『業態』について」、「④刑事訴訟法
第197条第２項による捜査関係事項照会等について」、「⑤水道料金システムの再構築の実施状
況について」、「⑥検針票の電子化について」、「⑦未還付金の取扱いについて」、「⑧指定公金事
務取扱者制度の運用状況について」、それぞれ意見・情報交換が行われた。

最後に、事務局より、①「水道の基盤強化ミーティング」の創設について、②「水道事業ア
ドバイザリー制度」の拡充について、③水道料金算定要領の改定について、④災害対策基本法
等の一部改正に伴う水道法の改正について、⑤体験型水道イベントの実施について、⑥情報発
信スキルアップセミナーについて報告した。


